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「授業の流れ」

では、「＊間違えてもいいから言語材料を繰り返し使い、修正をしながら身に付け」させる「漆塗り型」

の指導を展開できるように構成しています。各 に を設け、言語活動を行います。 ゴールの活動である

の に向けて の で実際に使いながら習得していきます。

直山木綿子監修（ ）『小学校外国語教育の指導と評価』文溪堂

           

カラオケを使って、自

分のことについて言う

ロールチャンツにする

こともできるよ。

各 は２時間構成。

とびら



ペアで簡単にやりとり

してもいいよ。

言語活動の時間が増えて、

充実していくよ。

アンケートは回収し、次の時間ま

でに児童が言いたい内容を英

語で言えるように調べておくよ。

前回言えなかったことを

言えるようにしたいね。



ペアで伝え合ったあ

と、児童が言いたかっ

たけれど言えなかった

ことをたずねて共有す

るといいよ。

前の時間とは違う相手と伝

え合ったあと、グループ内で

発表するよ。

次の時間に

生かせるね。

相手を変えると、

いろんな気づき

が生まれそうだ

ね。


